
クラウンド・ヨルフのルーJb

第1章一―ェチヶット

則は1 打付加する。

の状態で競技する

球ガtR い軍、または本のしけらな
どの中にあるとPrは、球の所在と
自己の革であることを確力める娘度にあいてのあ、これらの
ものにもれることガでき、草を刈 ったり、本の技を折ったり
してはいけなしヽ 本長の反則は 1 チ]十J加する。

30m以上のコースの4打目は除く号

的競技者ガ1 打でぷをぞ団打

つたときはヽ2 打と政える。

邸13集
止まった摯が

風によって

動いたとさ

4Ⅲ日で`トマリ、となっにと
きは、その最度者の合計,]取カ
ら3 打室ヨ|いて酎算する。

球の打ち方

櫨

ただし、力ら振りの場合は打敵に欧えない。

0 銀疫書はl lつときに地面をしつ力り踏0 こ

とはできるガ、足tB を木などで作つてはいけ

ない。本条の反則は1 打付加する。

球ガ初英したり、コー

ス外 (みてなどに落ち

た場合) に出たときは

醜反着は1 打付加し、動かしたその位■力5 で

きるだけホァルに近よらないて、打球可能な箇

所に球をあいて次の打をf3わなければならない。
自のだ5 の印を1手く指/y 終わらなくて

は、琢を打つてはならない。

_律尋t

第α章―一競技|と関する規則

0
。

規伎の妨けになる承は、一時的

に取り除くことを要求すること

〃できる。取り除くのは、球の

馬= ガ15う。その顔、本一ルに

対して球の44方にマークし取り

際力なければならない。ただし、

競技者の承ガ同伴古

の承に当たったなら

ば、家の止まったと

こうから盛妓を続け、

§
掴
０

ステイツク カく―ル ホールホス
トはグラウンド ヨルフ用を使
用すること。

同伴競技書の球は元の位置に力え

風によって承ガ動いたら、動い
て停止した輯所から競岐する。
なお、ホールポストに入った場
合は
｀
トマリ、とする。

路14条
第 1 ,Tカマ

ホールポストに
第 6 条

競技中は競技きはぃヵな 盛技中の様習
る打球練目もl」なってはならない、本空の序。本来の反

' 8 兵

募はあるヵをま
ヨースは、クラウンド

入つた場合

0  0辱 野球場 河川激などはい場所ガ8 ょしぃ。

ポストはF3口リコ_ ス
4 ポスト、外口リコー

ス4 ポスト計8 ホスト

０
。
　
　
　

じヽ

態
解

舞10条

紛失球とアウト凛

凍11条

競技の妨げ

お12案
同伴競技者の
環に当たった場合

第幹 ― コT スに関する規貝」

コースの選定

を原Rりとする。(標準コース団参


